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なぜ早生樹ヤナギ?

2050年カーボンニュートラルの実現

→木質バイオマスのエネルギー利用推進

燃料材の供給における課題
国内供給…伸びは鈍化

輸入チップ…輸送エネルギー多

価格変動

新たな国産燃料材供給源

→ヤナギ類などの早生樹
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ヤナギ類超短伐期施業の特徴

 優れた成長ポテンシャル

 超短伐期(2-3年）で収穫可能

 萌芽更新により再植栽不要

 施肥で成長促進
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収穫（植栽／萌芽から2-3年）
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早生樹林業と林業・地域・農業の課題

遊休地（荒廃農地／耕作放棄地）

→（林地に比べ）地形条件や地味は良好

（農業に比べ）早生樹の労働条件はゆるやか

未利用有機資源（家畜排せつ物由来等）

→ 施肥に活用

林業収入の短期化、多様化

→ 降雨時の仕事

地域の資源を有効活用化した新たな仕事

エネルギー費削減、自給の可能性

小さな町でも数億円／年のエネルギー費

防災との親和性高

都農町：地域分散型エネルギーと木質バイオマス利用
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事業適地を選ぶ

ヤナギ超短伐期施業による木質バイオマス
エネルギーの生産

大量に生産 → 条件の良い場所

効率よく生産 → 効率的に作業できる場所

効率よく資材が運べる場所

効率よく運搬 → 利用場所に近い場所

マイナス要因が少ない：例：病虫獣害対策

GISと空間解析で評価し、結果をマップ化

施策の企画立案、推進
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北海道内でヤナギ栽培可能な土地をＧＩＳから解析し、その面積を算出す
る。

エネルギー資源としてのバイオマス資源の広域栽培の可能性
－GISを用いた地域評価手法－

ヤナギ栽培可能性の評価

ヤナギを
植えられ

る

ヤナギが
育つ

ヤナギ栽
培可能性
がある
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使用データ 1-1 土地利用

自然環境情報GIS（環境省・H11）から耕作放棄地･雑草群落伐跡群落
牧草地水田･畑地など人為利用地域を抽出した地理情報データ

白部分は自然植生地域と都市部（北方領土はデータなし）

ヤナギ
を植え
られる
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使用データ 1-2 自然保護地域

国土交通省国土調査課：20万分の1土地保全基本調査における原生自然環
境保全地域・自然公園地域・自然公園特別保護地区・自然公園特別地
域・自然保全地域・自然保全特別地区

北方領土を除く北海道面積の約20％が自然保護地域に該当する

ヤナギ
を植え
られる
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ヤナギ植栽可能性の評価（土地利用別）

ヤナギ栽培適性 土地利用
土地の有効

活用
機械導入 施肥

A
耕作放棄地・

雑草群落
◎ ○ △

B 伐跡群落 ◎
△

傾斜と林道整
備状況に依存

△

B 牧草地 △ ○
○

畜産廃棄物の利用

C 水田・畑地 △ ○ △

D 自然植生 △ △ △

E 自然保護区 × × ×

ヤナギ
を植え
られる

現在の土地利用によって異なる植栽可能性を考慮した面積試算が必要
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使用データ 2-1 ヤナギ分布

三次メッシュ内におけるオノエヤナギ・エゾノキヌヤナギの
有無を記録したデータ

ヤナギ
が育つ
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使用データ 2-2 ヤナギ優占

自然環境情報GIS（環境省・H11）からヤナギ高木/低木群落
を抽出した地理情報データ

ヤナギ
が育つ
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使用データ 3-1 土壌分類

国土交通省国土調査課の土地分類基本調査より「20万分の1土地分類基本調査」
土壌分類は概要と詳細の２レベル

ヤナギ
を植え
られる

詳細ver.

凡例は上位12土壌分類群のみ表示
概要ver.
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ヤナギ分布 x 土壌分類

ヤナギ分布データは１個体でも見つかっていれば「ヤナギあり」
生育可能範囲とほぼ同意
ヤナギありメッシュに含まれる土壌型をすべてカウントするので実際
にはヤナギが分布しない土壌型もヤナギありとなる
ヤナギ分布確率の上限の指標を示し、評価は過大評価
未熟土、泥炭土、褐色低地土で分布確率がやや高く、黒ボク土、褐色
森林土で分布確率が低い

オノエヤナギ・エゾノキヌヤナギ
ヤナギ
が育つ

x

計算： 土壌分類群別ヤナギ分布確率=

土壌分類Aのヤナギありメッシュに含まれる面積 ÷ 土壌分類Aの総面積
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ヤナギ優占 x 土壌分類

ヤナギ分布データはヤナギ群落

生育可能性に加えて、人為利用圧や他樹種との競争の影響を受ける

排他的な栽培条件下では高成長となる土壌分類が抽出されない可能性あり

過小評価だが、この確率が高い土壌分類群はヤナギ生育可能性が極めて高いと推定

砂礫地、褐色低地土、グライ土、灰色低地土など低地で水系に連関した土壌型が高い

ヤナギ高木群落・ヤナギ低木群落
ヤナギ
が育つ

x

土壌分類群別ヤナギ優占確率=

土壌分類Aのヤナギ群落である面積 ÷ 土壌分類Aの総面積
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土壌分類別の土地利用面積

結果：土壌分類別、上位20項目。面積単位はkm2

1km2(=100ha)のヤナギ畑で1000人分のバイオマス資源が調達可能

土壌分類1 土壌分類2
耕作放
棄地･雑

草群落

伐跡群
落

牧草地
水田･畑
地

自然植
生

保護区
ヤナギ
栽培可

能性
褐色森林土 褐色森林土Ⅱ 5 8 7 0 3 7 4 6 6 1 9 2 6 4 1 1 2 2 6 0 1 6 5
黒ボク土 黒ボク土壌ａ（黒ボク土） 2 4 1 4 8 7 4 6 5 6 6 2 7 9 1 1 5 0 9 5 2

泥炭土 低位泥炭土壌 3 5 1 6 4 8 7 5 7 1 8 8 2 7 4 2 4 6
褐色低地土 褐色低地土壌 2 4 1 8 3 5 2 8 5 0 9 0 5 1 9 3 4
褐色低地土 粗粒褐色低地土壌 1 9 3 2 4 1 1 8 0 9 1 3 2 5 8 1 3 1
未熟土 砂丘未熟土壌 2 0 1 5 3 4 4 2 5 3 2 2 0 2 2

灰色低地土 灰色台地土壌 1 3 2 3 3 0 2 4 9 9 6 1 4 5 9 2 2
黒ボク土 累層黒ボク土壌 1 0 3 9 4 5 8 1 5 7 1 2 1 1 3 3 0 2 1
褐色森林土 褐色森林土Ⅳ 1 1 3 2 3 2 6 2 9 3 9 1 5 8 7 2 0

未熟土 粗粒火山抛出物未熟土壌 9 5 5 2 2 0 2 6 6 1 6 1 2 1 0 1 6 1 9
灰色低地土 細粒灰色低地土壌 1 2 8 1 8 0 4 6 5 3 3 3 5 1 7
グライ土 細粒グライ土壌 1 3 4 1 2 3 4 3 2 1 9 8 1 2 1 7
泥炭土 高位泥炭土壌 1 4 0 3 4 1 7 2 5 4 3 9 1 6

黒ボク土 未熟黒ボク土壌 6 2 6 5 1 1 1 4 1 7 9 8 4 0 1 1 6
灰色低地土 灰色低地土壌 1 0 7 1 3 8 3 9 8 3 3 9 2 7 1 4
黒ボク土 湿性累層黒ボク土壌 8 1 6 2 1 0 3 0 1 3 8 7 4 0 1 4

褐色森林土 褐色森林土－黒ボク土 1 6 0 1 1 6 6 8 2 7 2 4 4 5 8 1 1
未熟土 湿性粗粒火山抛出物未熟土壌 9 2 5 2 1 3 5 1 8 7 2 5 1 1
褐色森林土 暗色系褐色森林土－ポドゾル化土壌 0 7 2 0 2 2 4 2 9 3 0 0 7 1 0
黒ボク土 淡色黒ボク土壌ｂ（ローム質黒ボク土） 4 1 7 5 2 4 0 0 4 1 7 3 0 9
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市町村レベルでのヤナギ栽培適地

上川管内下川町

面積：
644.2km2 、人
口：約3,600人

「環境未来都市」
「下川町バイオマ
ス産業都市構想」

バイオマス資源作
物としてのヤナギ
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生育適地の抽出
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土壌分類群に基づくヤナギ
生育可能性

（生育条件）

土地利用形態に基づくヤナ
ギ栽培転換可能性

（土地利用）

農機導入のための傾斜条件

（傾斜15度以下）

生育条件
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生育適地の抽出

19

土地利用 農機利用
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生育適地の抽出
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図－5 下川町内の土壌分類群におけるヤナギ生育可能性

ヤナギ分布確率とヤナギ優占率による土壌分類群クラスター分類の結果（(2)を改稿）

表１：下川町内のヤナギ栽培適地面積 [km2]
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下川町平坦地に分布する土壌分類群

Class 4
②低位泥炭土壌

Class 3
①細粒ｸﾞﾗｲ土壌
②細粒灰色低地土壌
③粗粒灰色低地土壌
④粗粒褐色低地土壌

Class 2
①灰色低地土壌
②褐色低地土壌

適地 （++）

潜在適地 （++）

保留 （±）

不適地 （－）
Class 4

①暗色系褐色森林土
－ﾎﾟﾄﾞｿﾞﾙ化土壌

No Class
③褐色森林土Ⅱ
④褐色森林土Ⅳ

No Class
②褐色森林土－乾
性ﾎﾟﾄﾞｿﾞﾙ化土壌

No Class
①灰色台地土壌
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適地マップ

21

適地組み合わせ

<その他の値すべて>

土地利用-土壌

+++, ++（土地利用最適地-土壌適地）

+++, +（土地利用最適地-土壌潜在適地）

++, ++（土地利用適地-土壌適地）

++, +（土地利用適地-土壌潜在適地）

+, ++（土地利用潜在適地-土壌適地）

+, +（土地利用潜在適地-土壌潜在適地）
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適地面積

22

表１：下川町内のヤナギ栽培適地面積 [km2]

適地判定（土地利用）

適地判定（土壌分類群）

++

適地

+

潜在適地

±

保留 総計

+++ 最適地 0.8 0.2 - 1.0

++ 適地 2.8 27.5 1.3 31.6

（適地内訳）

ササ草原・種々草原 0.3 5.1 0.3 5.6

伐跡二次林 0.3 2.0 - 2.2

伐跡群落 0.1 5.4 0.0 5.5

シラカンバ－ササ群落 2.2 15.0 1.0 18.2

+ 潜在適地 20.4 86.9 6.0 113.4

（潜在適地内訳）

植林地 3.2 60.6 3.6 67.4

牧草地 10.5 23.7 2.4 36.6

水田 4.5 0.4 - 4.8

畑地･苗圃 2.2 2.3 0.0 4.5

± 保留 1.8 1.0 - 2.8

総計 25.8 115.6 7.3 148.7
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輸送コスト
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運搬距離（ネットワーク解析）集材距離（バッファ解析）
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集材距離と適地／不適地

路網からの距離が遠い、南東部の傾斜地が不適地

搬出の面でも不適

適地のうち、50%までが道路から100m以内に位置
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施設からの距離と適地／不適地割合
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適地は施設から遠い場所に分布する傾向

⇒適地でないところはすでに他で利用

ほぼ町内からであれば35km圏内で輸送が可能
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まとめ
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NEDOプロジェクト

木質バイオマス燃料等の安定的・効率的な供給・利用システ
ム構築支援事業 2021年度～2028年度

– 研究開発項目1「新たな燃料ポテンシャル（早生樹等）を開拓・利
用可能とする“エネルギーの森”実証事業」

– 研究開発項目2「木質バイオマス燃料（チップ、ペレット）の安定
的・効率的な製造・輸送等システムの構築に向けた実証事業」

– 研究開発項目3「木質バイオマス燃料（チップ、ペレット）の品質
規格の策定委託事業」
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【実証事業目標】

【実証事業内容】

燃料生産コストの最小化
（約3割減、 9,000円/t以下）

生産量最大化（目標収量：15絶乾t/ha/年）

施業コスト最小化（コスト検証・技術開発）コ

生

コ

コ

コ

コ

コ

コ

生

コ生

生

生

生

ヤナギ超短伐期施業技術を活用した木質バイオマス
燃料供給体制構築の実証事業 （2023-2028）
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将来像（波及効果）

ヤナギ木質バイオマスによる未利用地域資源活用と
エネルギーの地域内循環利用
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畜産

廃棄物

肥料化

施肥

耕作・
採草

給餌
肥育

収穫

植栽

萌芽

1年目

2年目

3年目

施 肥

施 肥

施 肥

木質資材（敷料など） エネルギー原料 飼料

ヤナギ
短伐期
栽培

畜産
経営

バイオガス

紙
パ
原
料
等

地球に優しい
地域社会の実現

遊
休
地
の
有
効
活
用

地
域
活
性
化
・
防
災
力
強
化

カーボンニュートラルと循環型社会の実現


